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令
和
５
年
５
月
臨
時
会

　
統
一
地
方
選
挙
に
よ
る
改
選
後
の
最

初
の
議
会
と
し
て
、
５
月
10
日
㊌
に
令

和
５
年
第
一
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

【
主
な
審
議
内
容
】

◇
議
長
副
議
長
選
挙

◇
常
任
委
員
等
役
員
改
選

◇
専
決
処
分
の
報
告
案
件
６
件

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
案（
第
１
号
）

◇
監
査
委
員
選
任

令
和
５
年
６
月
定
例
会

　
改
選
後
、
最
初
の
定
例
会
は
、
６
月

13
日
㊋
か
ら
30
日
㊎
ま
で
の
18
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
審
議
内
容
】

◇
専
決
処
分
を
含
む
報
告
案
件
５
件

◇�

一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
２
号
）

他
議
案
４
件

◇
発
議
案
１
件

◇
同
意
案
15
件

　６月定例会では、保育士・家庭児童相談員・
幼稚園教諭に関する桜井市会計年度任用職員の
給与額を引き上げるための条例一部改正案（議
案第 20号）と、それに係る人件費等の補正予
算案（議案第 19 号に含まれる）が提出され、
可決されました。
　この議案が提出された背景には、保育士・家
庭児童相談員・幼稚園教諭の働き手不足があり、
条例を改正して給与額を引き上げ、人員確保に
務めるためのものです。

【令和５年度保育士・家庭児童相談員・幼稚園
教諭人件費引き上げに伴う所要額】

1,442 万 1,000 円

保育士・家庭児童相談員・幼稚園教
諭に関する桜井市会計年度任用職員
の給与額引き上げ

※６～７ページ総務委員会での関連質疑参照
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主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 ５ 月 臨 時 会 ・6 月定例会 議案議決結果

５
月
臨
時
会

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

報第１号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（令和４年度桜井市一
般会計補正予算（第 11号））

補正額　△ 4,450 万円
予防費で、支出実績に基づく予防接種委託料及
び予防接種扶助費の減額補正△ 4,100 万円他

承認

報第２号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（桜井市税条例の一部
を改正する条例）

長寿命化に資する大規模修繕工事を行ったマン
ションに係る税額減額措置を追加する一部改正他 承認

報第３号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（桜井市都市計画税条
例の一部を改正する条例）

地方税法を引用する項番号についての一部改正 承認

報第４号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（桜井市国民健康保険
税条例の一部を改正する条例）

課税限度額のうち、後期高齢者支援金等課税額
の上限額が引き上げられたことから、本市にお
ける課税においても同様の引き上げを行う一部
改正他

承認

報第５号
専決処分の報告、承認を求めるこ
とについて（桜井市介護保険条例
の一部を改正する条例）

新型コロナウイルス感染症の影響により一定程
度収入等が減少した被保険者等に対する介護保
険料の減免措置を令和４年度までとする一部改
正

承認

報第６号
専決処分の報告、承認を求めること
について（特別職の職員で常勤のも
のの給与に関する条例の一部を改正
する条例）

特別職の職員で常勤のものである副市長の給料
月額の減額特例期間を「令和５年４月１日から
令和９年３月 31日まで」に延長する一部改正

承認

議案第 18号 令和５年度桜井市一般会計補正予
算（第１号）

補正額　４億7,406万 8,000円
民生費で、物価高騰の負担感が大きい低所得世
帯に対する給付金及び支給にかかる事務費２億
3,869万円他

可決

同第２号 監査委員の選任につき同意を求め
ることについて

地方自治法第 196条第 1項の規定により、議会
の同意を求める 同意

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

報第 7号
専決処分の報告、承認を求めること
について（令和５年度桜井市駐車場
事業特別会計補正予算（第１号））

補正額　１億 2,813 万 8,000 円
令和４年度桜井市駐車場事業特別会計において、
１億 2,813 万 7,936 円の赤字決算となることか
ら、繰上充用金で補填。

承認

報第 8号 令和４年度桜井市繰越明許費繰越
計算書の報告について

令和４年度会計にて繰越した分庁舎等改修事業
等について、地方自治法施行令第 146 条第２項
の規定による繰越明許費繰越計算書の報告

報告

報第 9号 令和４年度桜井市水道事業会計予
算繰越計算書の報告について

令和４年度会計にて繰越した浄水施設事業及び
送配水管設備事業について、地方公営企業法第
26条第３項の規定による予算繰越計算書の報告

報告

報第 10号 令和４年度桜井市下水道事業会計
予算繰越計算書の報告について

令和４年度会計にて繰越した管路建設事業につ
いて、地方公営企業法第 26条第３項の規定によ
る予算繰越計算書の報告

報告

６
月
定
例
会
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　 6 月 定 例 会  総 務 委 員 会 、 代 表 質 問 　 　 　 　 　 　 　 　 6 月 定 例 会  議 案 議 決 結 果 、 総 務 委 員 会

総
務
委
員
会　
（
付
託
案
件
２
件
）

議案番号
（付託委員会） 件　　名 概　　　要 議決結果

報第 11号
桜井市清掃公社及び桜井市文化財
協会の経営状況を説明する書類の
提出について

地方自治法第243条の３第２項の規定による桜井
市清掃公社の令和４年度決算及び令和５年度予算
並びに桜井市文化財協会の令和４年度決算の報告

提出

議案第 19号
（総務委員会）

令和５年度桜井市一般会計補正予
算（第２号）

補正額　３億 2,236 万 4,000 円
予防費で、新型コロナウイルスワクチンの接種
における体制整備及び実施のための所要額１億
2,334 万 5,000 円他

可決

議案第 20号
（総務委員会）

桜井市会計年度任用職員の給与等
に関する条例の一部改正について

桜井市会計年度任用職員（保育士、家庭児童相
談員、幼稚園教諭）の給料及び報酬額を引き上
げるため、所要の改正を行う。

可決

議案第 21号 卑弥呼の里・桜井ふるさと基金条
例の一部改正について

新型コロナウイルス感染症が５類感染症への位
置づけに変更されたことに伴い、寄附者が指定
できる事業の項目から「新型コロナウイルス感
染症助け合いに関する事業」を削除するための
所要の改正他

可決

議案第 22号 桜井市税条例の一部改正について 森林環境税の徴収に係る一部改正他 可決

発議第３号
特別支援学校・学級等への教員等
の適切な配置を求める意見書の提
出について

提出先：文部科学大臣、財務大臣 可決

同第３号 公平委員会委員の選任につき同意
を求めることについて 桑原直人氏 同意

同第４号～
第 17号

桜井市農業委員会の委員の任命に
つき同意を求めることについて

箕輪周治氏、森岡安佐子氏、青木麻美氏、桝井
利行氏、山本廣幸氏、森本修市氏、細田周作氏、
中畑博氏、橋本和三氏、嶌岡孝夫氏、榊原雅彦氏、
新井博子氏、西川和男氏、藤本俊彦氏

同意

令
和
５
年
度
桜
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

問�　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
、
又
、
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
に

お
い
て
、
国
庫
補
助
金
の
精
算
に
伴
う

返
還
金
の
額
が
多
額
に
上
っ
た
理
由
に

つ
い
て
。

答�　
家
計
が
急
変
す
る
こ
と
で
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
と
同
等
の
状
況
と
な
っ
た

世
帯
数
が
申
請
時
点
で
は
不
明
の
た

め
、
多
め
に
見
積
も
っ
た
と
こ
ろ
、
実

際
の
家
計
急
変
世
帯
は
こ
れ
を
大
幅
に

下
回
っ
た
た
め
。

問�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
業
務
の
外
注
に
つ
い
て
、
全
国
で

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
不
正
の

ニ
ュ
ー
ス
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
桜
井

市
で
は
そ
う
し
た
事
案
は
発
生
し
て
い

な
い
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
委
託
す
る
の
か
。

答�　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
受
注
の
件
に

関
し
、
本
市
で
も
担
当
課
で
審
査
し
、

特
段
問
題
が
な
か
っ
た
た
め
、
引
き
続

き
契
約
し
、
現
在
も
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

業
務
を
実
施
し
て
い
る
。

フルタイム 改正前（月額） 改正後（月額）

保育士・家庭児童相談員・幼稚園教諭 216,900 円以下 230,000 円以下

パートタイム 改正前（時間額） 改正後（時間額） 改正前（月額） 改正後（月額）

保育士 1,332 円以下 1,413 円以下 216,900 円未満 230,000 円未満

議案第 20 号に係る改正の内容
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問�　
沖
縄
で
は
感
染
拡
大
が
大
変
な
状
況

で
あ
る
が
、
十
月
頃
と
し
て
い
る
ワ
ク

チ
ン
集
団
接
種
の
実
施
時
期
を
前
倒
し

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答�　
国
で
は
、
春
接
種
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
が
、
５
月
８
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
本
市
も
５
月
12
日
か
ら
予

約
を
開
始
し
た
。
秋
接
種
は
、
現
在
流

行
し
て
い
る
別
の
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
に

切
り
替
え
、
国
が
９
月
以
降
の
実
施
予

定
で
、
こ
の
時
期
を
早
め
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
準
備
を
前
倒
し
し
、
速

や
か
に
接
種
で
き
る
よ
う
体
制
強
化
に

努
め
る
。

問�　
朝
倉
小
学
校
学
童
保
育
所
の
拡
張
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
内
容
か
、ま
た
、

い
つ
か
ら
工
事
を
す
る
の
か
。

答�　
拡
張
工
事
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
学

童
保
育
所
の
隣
に
あ
る
特
別
支
援
学
級

を
校
舎
内
の
別
の
階
に
移
設
し
、
そ
の

部
屋
を
学
童
保
育
所
と
し
て
拡
張
す
る
。

工
事
は
、
議
会
閉
会
後
、
早
急
に
業
者

選
定
し
、
早
け
れ
ば
夏
休
み
に
入
っ
て

す
ぐ
に
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
い
。

問�　
今
回
委
託
す
る
学
童
保
育
の
指
定
管

理
料
で
は
、
指
導
員
の
給
料
単
価
は
改

善
さ
れ
る
の
か
、
給
料
単
価
の
ア
ッ
プ

は
考
え
て
い
る
か
。

答�　
学
童
保
育
指
導
員
の
処
遇
改
善
は
２

年
前
に
実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
指
定

管
理
料
に
も
処
遇
改
善
分
を
含
む
。
ま

た
、
今
回
の
拡
張
に
伴
い
指
定
管
理
料

の
上
乗
せ
を
図
っ
て
い
る
。

問�　
朝
倉
小
学
校
学
童
保
育
所
以
外
の
学

童
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答�　
５
月
１
日
現
在
の
待
機
児
童
52
名
の

内
、
朝
倉
小
学
校
の
17
名
を
こ
の
事
業

で
解
消
す
る
。
そ
の
他
の
学
童
保
育
所

待
機
児
童
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
全
て

の
解
消
を
目
指
す
。
な
お
、
城
島
小
学

校
学
童
保
育
所
待
機
児
童
21
名
に
つ
い

て
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
み
で
は
あ
る

が
、
学
校
の
１
階
教
室
を
活
用
し
て
学

童
保
育
を
行
う
よ
う
調
整
を
進
め
る
。

桜
井
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問�　
今
回
の
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
等
の

給
与
引
き
上
げ
で
、
他
市
と
比
べ
ど
の

よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
の
か
。
給
与
額

を
改
善
し
た
も
の
の
、
募
集
を
し
て
も

応
募
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
も
う
一
度

見
直
す
の
か
。

答�　

今
回
の
給
与
引
き
上
げ
後
に
お
い

て
、県
内
12
市
中
６
番
目
程
度
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭

等
の
確
保
に
精
一
杯
努
め
る
。
結
果
が

伴
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

①自転車の安全対策について
②熱中症対策の推進について

問 ①自転車の乗車用ヘルメット着用について
努力義務化されたことを受け他の自治体で

その購入補助が実施されているが、本市で実施で
きないかとの声が届いているが実施する考えはな
いか。②熱中症の予防のためには、企業や地域の
皆様の協力を得ながら、クーリングシェルター施
設などの取組みも必要と考えるが、本市の取組み
について伺う。また、給水スポットの設置もクー
リングシェルターとしての機能を充実させる対策
として有効と考えるが本市の考えを伺う。

答 ①補助制度については、今後、県内、県外
の事例も参考にしながら、本市での制度化

に向けて取り組んでいきたい。②クーリングシェ
ルターについては前向きに、また、衛生面などの課
題も含めて、給水器については慎重に検討してまい
りたい。
【その他の質問項目】●「COCOLOプラン」を受けての不
登校支援の推進について

問 ４月の奈良県知事選挙にて、県の大型プロ
ジェクト等の検証・見直しによって教育無

償化や子育て支援の財源を生み出すことを公約に
掲げ、山下知事が誕生した。今後、松井市長は、
どのように山下知事と向き合われ、関係を構築さ
れるのか尋ねる。

答 山下知事は、大型ハード事業や大型プロ
ジェクトの予算執行を中止するという判断

を示された。しかしながら、奈良県をあらゆる面
で発展させていくという思いは、私も同じ思いで
これまでも取り組んできた。そうしたことから、
これまでの桜井市の取組みをしっかり訴えていく
必要があるものと考えている。職員同士の関係も
含め、県とのパイプをこれまで以上にしっかりし
たものにして、情報収集に努めたい。また、今後
いろいろな機会を通じて知事と意見交換ができる
ものと考えているので、そういった機会を通じて
しっかりと関係構築を図りたい。

�
代表質問「新政自民クラブ」代表質問「公明党」

本会議の録画映像を配信しています。詳細は、桜井市議会インターネット録画配信へ。
上記の各議員の二次元コードからもアクセスできます。

今後の市政の対応と
県との連携について

　 6 月 定 例 会  総 務 委 員 会 、 代 表 質 問

東　俊克 議員　　大西　亘 議員



8広報わかざくら　令和５年９月号上記の各議員の二次元コードからもアクセスできます。

桜井市のまちづくりに
ついて

問 桜井市の５つの包括協定を全体的に統括す
るのはどの部門か。見やすいホームページ

について検討すると言われたが、改善されたのか。
粟殿周辺地域のまちづくりは、今後どのように展
開するのか。少子化対策を含め、人への投資は今
後も大変重要であると考えるがどうか。

答 県との窓口は行政経営課、各地区の進捗状
況等の管理はまちづくりの担当部署が行

う。掲載内容の更新は行ったが見やすさに対する
更新はできていない。引き続き検討し今年度中に
改善するようにしたい。ハード整備はほぼ完了し
た。今後はソフト事業を中心に、これまでの取組
みを踏まえさらなる充実を進めたい。子どもへの
投資は未来の桜井市への投資と考える。子どもや
子育て世代へ投資できる財政的規模を担当部局と
確認している。中長期的な視点を持って取組んで
いく。
【その他の質問項目】●桜井市地域公共交通計画について

�
代表質問「桜井黎明の会」

問 桜井駅前の市営駐車場に係る駐車場事業特
別会計は、１億 2,813 万 8,000 円という

多額の赤字で、非常事態となっている。本気で何
らかの抜本的な解決を図らなければ、将来、若い
世代への大きな負担となる。このことについて具
体的な解決策を考えているか、また、今後どのよ
うな運営を行うのか。

答 桜井駅前駐車場は利便性が高く、一般会計
に黒字分を繰り出すなど平成 16年まで黒

字。その後、民間駐車場開設等により利用者が減
少。平成 17年度から赤字となるが経営改善を図
り、平成 28年度以降は単年度黒字となった。し
かし、新型コロナウイルス感染症の影響により収
入が減少し令和２年度より再び赤字に。今年度は
感染症５類移行により利用が増加し単年度黒字を
見込む。今後、経費の削減に努め桜井市駐車場整
備事業経営戦略に基づき運営する。
【その他の質問項目】●市の活性化と魅力創出について

一般質問

問 少子化の背景には、結婚・妊娠・出産・子
育ての希望の実現を阻む様々な要因が複雑

に絡み合っていると指摘される。国は、子ども・
子育て政策の基本理念として、「若い世代の所得を
増やす」等３点を掲げ、子どもと向き合う喜びを
最大限に感じるための４原則を示している。この
ような状況を踏まえ、市の子ども・子育て支援の
何が課題で、今後どのような方針の下、取り組ん
でいこうと考えているか。

答 保健福祉センター「陽だまり」開設以来、
妊娠期から子育て期まで切れ目なく子育て

中の親子に寄り添った支援を進めている。しかし、
こども家庭庁発足以降、年齢に基づかない子ども
への対応について、市の施策は十分ではないとも
感じている。国等の動き、子育て世代の人たちの
ニーズを施策に反映させ、子どもを地域全体で育
てる機運を醸成していきたい。
【その他の質問項目】●市の行財政改革について

�
一般質問

問 毎年のように発生する地震・台風・豪雨、
また、災害のみならず、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大など、危機管理行政を取り巻く
環境は大変厳しい。いざというときに迅速的確な
即応体制を普段から維持向上するため、防災に関す
る専門性の高い国等の機関との連携が重要である。
防衛省では、地域防災マネージャー制度を設け、専
門的知識のある退職自衛官を地方公共団体の防災
対策の即戦力として斡旋している。この制度を活用
し危機管理体制の充実を図る考えはないか。

答 南海トラフ巨大地震等の近い将来発生が予
想される大規模災害において、強いリー

ダーシップや指導力の下、迅速的確な災害応急対
応も期待できることから、退職自衛官を雇用する
ことは大変有用であると考える。平時においても
退職自衛官の持つ能力やノウハウを十分に発揮で
きる業務内容や組織の位置づけなど研究しながら
今後検討していきたい。

一般質問

防災対策における自衛
隊との連携について

桜井駅前の市営駐車場
について

市の子ども子育て支援
について

　 6 月 定 例 会  一 般 質 問 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 月 定 例 会  代 表 ・ 一 般 質 問 　

　阪口　豊 議員

　土家　靖起 議員

　岡田　光司 議員

　山岡　康了 議員
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問 人口減少の割には、市内各地域で新興住宅
地が増えており、その地域から排出される

可燃ごみや資源ごみも増える。旧村などは、従来よ
り収集場所もほぼ決まっておりスムーズな回収が
できていると思うが、新興住宅地では通り抜けでき
ない道路が多い。収集場所に関する市民の不満に対
して、市長はどのように思われているのか。

答 日々のごみ収集で、集積所から遠いところ
にお住まいの皆さんにはご不便をおかけし

ている。ごみの集積所の設置に関しては、市民の
利便性を考慮することも必要であるが、収集時の
安全を確保することも重要であると考える。また、
安全にごみを収集するため、市民の皆さんのご理
解とご協力が必要不可欠である。今後、通り抜け
できない場所等での集積所については、現在の運
用を基本としながらも、議員ご指摘のことを踏ま
え、収集方法やルールを再検討して対応し取り組
んでまいりたい。

�
一般質問

問 ①公立保育所の老朽化の実態を、市は今ま
で放置してきたのではないかと言わざるを

得ない。市長はどのように考えているか。②市は
計画的なメンテナンスを行ってきたか。また優先
して実施すべき課題については。③子どもたちの
安全を最優先として、災害等に備えて特別予算を
組む等、早急に実施すべきと考えるがどうか。

答 ①担当課が定期的な点検を行い、現場の要
望に応じて修繕等を行っている。②劣化度

調査結果をもとに個別施設計画を立て、改修等の
優先順位設定を行っている。メンテナンスは長期
的には予算措置が必要で中期財政計画に組み込ん
でいく。中期的には空調や給排水等の維持管理に、
短期的には故障等に対応している。③予算もしっ
かりとつけ対応していく。子どもたちの安全を最
優先とする保育を実施してまいりたい。
【その他の質問項目】●桜井市立認定こども園について
●新型コロナウイルス感染症の 5類感染症移行について

問 令和６年度から桜井市重層的支援体制整備
事業の本格実施に向けて取り組まれる事業

の核となる方向性、進めるに当たっての桜井市の
考え方について、福祉の専門職である社会福祉士
の必要性をどのように認識されているのか。また、
配置の予定はあるのか。

答 地域共生社会の実現に向けて重層的支援体
制の整備事業を実現していかなければなら

ない。現在実施している相談事業の担当者や関係
者が集まる会議体等を設置して、情報共有や支援
プランの作成を行うとともに、アウトリーチなど
の継続的な伴走支援や、多くの機関が共同して支
援を実施することが重要であり、市全体で断らな
い包括的な支援体制の構築を目指し、市民の皆さ
んにも協力を得ながら、関係機関と連携を図り、
重層的支援体制整備事業に取り組む。福祉行政に
おいて社会福祉士は必要である。配置の検討も含
め、しっかりと取り組んで行きたい。

一般質問 一般質問

地域共生社会の実現に向け
た重層的支援体制整備事業
の推進について

ごみの収集、運搬につ
いて

本会議の録画映像を配信しています。詳細は、桜井市議会インターネット録画配信へ。

公立保育所の老朽化に
ついて

　 6 月 定 例 会  一 般 質 問 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 月 定 例 会  代 表 ・ 一 般 質 問 　

 鍛治　結花 議員

  井戸　良美 議員

 島岡　誠 議員

 

お
知
ら
せ

議会だよりの表紙を飾る写真等を
募集しています
�募集内容　市内の「自然」「暮らし」「まち並
み」「イベント」など、桜井市の魅力を紹介
できる写真や絵画、イラスト作品（オリジナ
ル作品に限る）
選考方法　議会広報委員会で選考
※�応募条件や方法は、議会のホー
ムページ、または議会事務局（☎
42‐9132）へお問い合わせく
ださい。

映像配信しています
　本会議の様子（録画）をインターネットで
ご覧いただけます。各議員の二次元コードか
議会ホームページへアクセスしてください。
パソコン・タブレットからも視聴できます。

桜井市議会 検索

詳細はこちら▲
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政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家

に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
①
か
ら
④
ま
で
及

び
⑥
の
項
目
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
と
、

※
公
民
権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る

い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

※�

選
挙
へ
の
立
候
補
、
選
挙
で
の
投
票
、

選
挙
運
動
へ
の
参
加
等
が
禁
止
さ
れ
る

こ
と
。

①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し

て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期
や
名
義

の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
罰
則
を
も
っ
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
以
外
の

者
が
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も

罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
や
親
族
に
対

す
る
も
の
及
び
政
治
教
育
集
会
に
関
す

る
必
要
や
む
を
得
な
い
実
費
の
補
償

は
、禁
止
の
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す（
政

治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の
補
償
の

う
ち
、
食
事
や
食
事
料
の
提
供
は
禁
止

さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

●�

政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚
披

露
宴
に
お
け
る
祝
儀
、
葬
式
や
通
夜
に

お
け
る
香
典
は
違
法
で
す
が
、
罰
則
の

対
象
か
ら
は
除
か
れ
て
い
ま
す
（
選
挙

に
関
し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
、
通
常
一

般
の
社
交
の
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合

は
処
罰
さ
れ
ま
す
）。

②�

政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧
誘･

要
求

の
禁
止

　
政
治
家
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ
う
勧

誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
政
治
家
を
威
迫
し
て
、あ
る
い
は
、

政
治
家
の
当
選
ま
た
は
被
選
挙
権
を
失
わ

せ
る
目
的
で
勧
誘
や
要
求
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し
て

求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る
団

体
や
会
社
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
、
政
治
家
の
氏
名
を
表
示
し
た
り
、

氏
名
が
類
推
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
で
寄
附

を
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

に
関
し
て
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

●�

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
ま
た
は
そ
の

支
部
に
対
す
る
も
の
は
除
か
れ
ま
す
。

④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
が
、

選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、
花
輪
・

供
花
・
香
典
・
祝
儀
や
、
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
を
出
し
た
り
、
後
援
団
体
の
設
立

目
的
に
よ
り
行
わ
れ
る
行
事
や
事
業
に
関

す
る
寄
附
以
外
の
寄
附
を
し
た
り
す
る

と
、
そ
の
時
期
や
名
義
の
い
か
ん
に
関
わ

ら
ず
処
罰
さ
れ
ま
す
。

⑤
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対

し
て
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の

を
除
き
、
年
賀
状
・
暑
中
見
舞
状
等
の
時

候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電
報
等
も
含
む
）
を

出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥�

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の

禁
止

　
政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援

会
）
が
、選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
、

主
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料

の
広
告
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。政
治
家
や
後
援
団
体
に
対
し
、

あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
威
迫
し

て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

出典：「総務省」平成 26年 12月号

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています


